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   動物の場合：細胞は膨潤して破裂する。…生理的食塩水は 0.9%NaCl溶液 
   植物の場合：細胞壁があるため細胞は破裂しない。 
  高張液 外液が濃い：水が細胞から外へ出る。…青菜に塩 







材料 ムラサキオモト Rhoeo discolorの葉の裏側表皮。 











（１）sucrose、NaCl、KCl、KNO3、Ca(NO3)2の 0.5 Mの原液を 100 ml（または 250ml）メスフラスコを使って正
確に作る。メスフラスコには薬品名のラベルをつけ、それぞれできた原液は全員の共有とする。 
 M：モーラー(molar)と読む、mol/dm3, mol/L。 溶液１L中に含まれる着目した物質のモル数。 
 
（２）各班の中で実験する溶液の担当を決め、原液を 50 ml三角フラスコにとり、ラップでふたをする。5 mlと


















を計算し、物理化学的方法で得られた van’t Hoffの係数と比べてみる。 
  KNO3 : 1.78 , NaCl : 1.84, KCl : 1.84, Ca(NO3)2 : 2.40 
 
















1) バルブ Aをつまみながら、ゴム球を握り変形させる。 
2) ピペットを安全ピペッターの後端に装着する。 
3) ピペットの先端部分だけを溶液を浸し、バルブ Sを押さえて、目的とする量あるいは少し多めに溶液を吸い上げる。
バルブ Sを放す。少し多めの時は、バルブ Eを押さえて少しずつ溶液を落とし、目的の液量で止める。 
4) ピペットをシャーレに差し入れ、バルブ Eをつまんで、適量の溶液を排出する。 
